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臣
、
新
し
い
資
本

主
義
担
当
大
臣
、

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

担
当
大
臣
、
感
染

症
危
機
管
理
担
当

大
臣
就
任

・
第
二
次
安
倍
内
閣
（
2
0
1
2
年
12
月
26

日
〜
2
0
1
4
年
9
月
3
日
）
で
総
務
大
臣

兼
地
方
分
権
改
革
担
当
大
臣
、
内
閣
府
地
域

活
性
化
・
国
家
戦
略
特
区
・
道
州
制
・
郵
政

民
営
化 

各
担
当
大
臣
就
任

・
経
済
産
業
副
大
臣
（
第
一
次
安
倍
改
造
内

閣
・
福
田
内
閣
）、
総
務
大
臣
政
務
官
・
外

務
大
臣
政
務
官
（
小
泉
内
閣
）
を
歴
任

・
裁
判
官
訴
追
委
員
長

・
自
民
党
組
織
運
動
本
部
長
、
政
調
会
長
代

行
を
歴
任

【
関
連
情
報
】

・
第
二
次
世
界
大
戦
末
期
の
激
戦
地
で
あ
る

硫
黄
島
の
戦
い
で
、
日
本
側
守
備
隊
の
最
高

司
令
官
を
務
め
た
栗
林
忠
道
（
く
り
ば
や
し 

た
だ
み
ち
）
陸
軍
大
将
は
、
母
方
の
祖
父

働
委
員
長
、
外
務
副
大
臣
、
環
境
大
臣
、
防

衛
大
臣
、
各
政
党
代
表
、
全
国
知
事
会
事
務

局
長
、
日
本
戦
没
者
遺
骨
収
集
推
進
協
会
副

会
長
、
当
墓
苑
奉
仕
会
長
の
順
で
献
花
が
行

わ
れ
最
後
に
厚
生
労
働
大
臣
が
献
花
し
、
式

典
は
午
後
一
時
滞
り
な
く
終
了
し
た
。
こ
の

間
、
皇
宮
警
察
音
楽
隊
の
演
奏
す
る
「
慰
霊

の
曲
」、「
慰
安
す
る
」、「
悲
し
み
越
え
て
」
の

3
曲
が
式
典
を
よ
り
厳
か
な
も
の
と
し
た
。
そ

の
あ
と
参
加
者
全
員
の
参
拝
が
行
わ
れ
令
和

8
年
度
拝
礼
式
は
終
了
し
た
。

奉
仕
会
新
会
長
の
紹
介

　

5
月
21
日
に
実
施
さ
れ
た
評
議
員
会
に
お

い
て
、
新
藤
義
孝
氏
（
衆
議
院
議
員
）
が
新

会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
新
会
長
の
略
歴

は
次
の
と
お
り
で
す
。

衆
議
院
議
員
　
新
藤 

義
孝
　
氏

生
年
月
日　
　

昭
和
33
年
1
月
20
日
（
68
歳
）

最
終
学
歴　

明
治
大
学
文
学
部

【
現
職
】

・
自
由
民
主
党
：
外
国
人
政
策
本
部
長
、
日

本
成
長
戦
略
本
部
長
代
行
、
憲
法
改
正
実
現

本
部
事
務
総
長
、
税
制
調
査
会
副
会
長
、

・
衆
議
院
：
憲
法
審
査
会
与
党
筆
頭
幹
事

・
議
員
連
盟
：
日
本
の
領
土
を
守
る
た
め
行

動
す
る
議
員
連
盟
・
会
長
、
平
和
を
願
い
戦
没

者
を
慰
霊
顕
彰
す
る
国
会
議
員
の
会
・
会
長

代
理
、
硫
黄
島
問
題
懇
話
会
・
幹
事
長　

他

【
主
な
経
歴
】

・
岸
田
内
閣
（
2
0
2
3
年
9
月
13
日
〜
2 

0
2
4
年
10
月
1
日
）
で
経
済
再
生
担
当
大

　

令
和
8
年
度
厚
生
労
働
省
主
催
の
拝
礼
式

が
5
月
25
日
晴
天
の
下
、
佳
子
内
親
王
殿
下

の
ご
臨
席
を
仰
ぎ
、
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑

に
て
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
た
。
墓
苑
六
角
堂

墓
前
に
は
天
皇
皇
后
両
陛
下
か
ら
下
賜
さ
れ

た
大
花
籠
が
飾
ら
れ
、
遺
族
約
2
5
0
名
、

高
市
内
閣
総
理
大
臣
、
衆
参
両
議
院
議
長
は

じ
め
各
大
臣
ほ
か
国
会
議
員
、
駐
日
関
係
各

国
大
使
、
各
政
党
代
表
、
関
係
団
体
代
表
、

遺
骨
帰
還
事
業
協
力
者
等
約
2
5
0
名
が
参

列
し
た
。
式
典
は
定
刻
午
後
零
時
三
十
分
、

佳
子
内
親
王
殿
下
が
ご
臨
席
に
な
り
開
始
さ

れ
た
。
皇
宮
警
察
音
楽
隊
の
演
奏
に
合
わ
せ

て
参
列
者
全
員
の
国
歌
斉
唱
に
始
ま
り
上
野

賢
一
郎
厚
生
労
働
大
臣
の
式
辞
、
引
き
続
き

納
骨
の
儀
が
執
り
行
な
わ
れ
、
厚
生
労
働
大

臣
が
社
会
援
護
局
長
か
ら
手
渡
さ
れ
た
ご
遺

骨
を
奉
持
し
て
六
角
堂
内
の
納
骨
室
に
収
め

た
。
今
回
納
骨
さ
れ
た
ご
遺
骨
は
、
硫
黄
島
、

旧
ソ
連
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
等
で
収
容
さ
れ
帰

還
さ
れ
た
1
9
3
柱
で
あ
っ
た
。
今
回
の
納
骨

に
よ
り
当
墓
苑
に
は
累
計
3
7
1
、
1
6
7

柱
の
ご
遺
骨
が
奉
安
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
式

典
は
納
骨
の
儀
の
後
、
参
列
者
全
員
が
起
立

す
る
な
か
佳
子
内
親
王
殿
下
が
墓
前
に
進
ま

れ
ご
拝
礼
さ
れ
た
。
内
親
王
殿
下
の
ご
拝
礼
に

合
わ
せ
て
参
列
者
一
同
が
拝
礼
し
、
戦
没
者

の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
た
。
ご
拝
礼
の
後
、
内

親
王
殿
下
は
参
列
者
一
同
の
お
見
送
り
す
る

な
か
ご
退
席
に
な
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
総
理
大

臣
を
先
頭
に
、
日
本
遺
族
会
会
長
、
都
道
府

県
遺
族
代
表
、
ま
た
在
京
の
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
パ

ラ
オ
、
英
国
、
米
国
の
各
特
命
全
権
大
使
（
代

理
含
む
）、
衆
参
両
議
院
議
長
、
衆
参
厚
生
労

佳子内親王殿下と高市総理ご拝礼される佳子内親王殿下

式辞を述べる上野厚生労働大臣

遺族代表として献花へ向かう
日本遺族会水落会長 献花へ向かう参列遺族代表

令
和
8
年
度
拝
礼
式
に

　

佳
子
内
親
王
殿
下
が
ご
臨
席

新
た
に
1
9
3
柱
を
納
骨

墓前へ進まれる佳子内親王殿下

花
言
葉

「
あ
な
た
を
忘
れ
な
い
」

墓苑の花「紫
し

蘭
らん

」

新藤 義孝　新会長
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令
和
8
年
度 

日
本
国
練
習
航
海
部
隊

　

実
習
幹
部
に
よ
る
参
拝
・
献
花

　

4
月
17
日
（
金
）、
令
和
8
年
度
日
本
国
練

習
艦
隊
司
令
官
・
東 

良
子
海
将
補
以
下
実
習

幹
部
約
二
百
名
が
儀
仗
隊
・
ラ
ッ
パ
隊
を
伴
い

千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
を
参
拝
・
献
花
し
た
。

　

同
部
隊
は
威
儀
を
正
し
墓
前
に
整
列
、
東

司
令
官
が
墓
前
に
花
輪
を
捧
げ
、
ラ
ッ
パ
吹

奏
の
も
と
参
列
者
全
員
が
拝
礼
、
黙
と
う
を

行
い
、
先
の
大
戦
で
亡
く
な
っ
た
英
霊
に
哀
悼

の
誠
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
遠
洋

練
習
航
海
で
の
任
務
完
遂
と
無
事
の
帰
還
を

祈
っ
た
。

　

実
習
幹
部
は
、
練
習
艦
「
か
し
ま
」（
艦
長

1
等
海
佐　

三
浦 

宏
幸
）
及
び
練
習
艦
「
や

ま
ぎ
り
」（
艦
長
2
等
海
佐　

小
畑 

桂
子
）

の
2
隻
に
分
か
れ
乗
艦
し
、
5
月
16
日
に
横

須
賀
を
出
港
し
、
1
6
1
日
間
の
練
習
航
海

を
経
て
本
年
10
月
24
日
に
横
須
賀
に
帰
国
予

定
で
あ
る
。

　

海
上
自
衛
隊
の
遠
洋
練
習
航
海
は
、
幹
部

候
補
生
学
校
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
実
習
幹

部
に
対
し
て
、
長
期
に
わ
た
る
洋
上
生
活
と

各
種
訓
練
を
通
じ
て
、
部
隊
勤
務
に
必
要
な

基
礎
的
知
識
・
技
能
を
修
得
、
指
揮
統
率
の

基
本
を
体
得
さ
せ
、
国
内
外
に
対
す
る
視
野

を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
遠

洋
練
習
航
海
は
、
昭
和
32
年
以
降
、
毎
年
実

施
し
て
さ
れ
て
お
り
今
回
で
70
回
目
と
な
る
。

同
航
海
は
、
主
と
し
て
北
米
、
南
米
、
環
太

平
洋
、
世
界
一
周
及
び
イ
ン
ド
・
中
東
コ
ー
ス

の
概
ね
5
つ
の
コ
ー
ス
が
あ
る
。

　
令
和
8
年
度

　
奉
仕
会
理
事
会
・
評
議
員
会
の
開
催

　

千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
奉
仕
会
は
、
令
和

8
年
度
の
第
1
回
通
常
理
事
会
を
4
月
23
日
、

定
時
評
議
員
会
を
5
月
21
日
、
千
鳥
ヶ
淵
戦

没
者
墓
苑
に
お
い
て
開
催
し
た
。
理
事
会
で
は

令
和
7
年
度
事
業
報
告
・
決
算
に
つ
い
て
、
ま

た
評
議
員
会
で
は
令
和
7
年
度
決
算
、
役
員

人
事
等
が
審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
た
。

　

役
員
人
事
等
で
は
、
新
会
長
に
新
藤 

義
孝

氏
が
就
任
、
評
議
員
・
伊
藤 

康
成
氏
、
監
事

・
林 

英
夫
氏
が
退
任
、
評
議
員
の
山
下 

輝
男

氏
、
理
事
の
湖
㟢 

隆
氏
、
中
村 

勤
氏
が
辞
任

さ
れ
、
新
た
に
、
評
議
員
に
宮
下 

寿
広
氏
、

理
事
に
市
野 

保
己
氏
、
中
西 

正
人
氏
、
監
事

に
林 

恭
子
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
た
。

　

新
し
い
役
員
は
次
の
と
お
り
。（
敬
称
略
）

会
長　
　
　

新
藤
義
孝

副
会
長　
　

小
池
百
合
子　

千
本
倖
生

　
　
　
　
　

羽
毛
田
信
吾

監
事　
　
　

奥
村
明
雄　
　

林　

恭
子

理
事
長　
　

保
松
秀
次
郎

常
務
理
事　

杉
本
順
則　
　

住
吉
一
俊

　
　
　
　
　

槻
木
新
二　
　

中
西
正
人

評
議
員　
　

宇
田
川
剱
雄　

大
西
孝
夫

　
　
　
　
　

小
坂　

敬　
　

杉
本
正
彦

　
　
　
　
　

原　

勝
則　
　

堀
内
光
一
郎

　
　
　
　
　

増
田
好
平　
　

眞
野　

章

　
　
　
　
　

宮
下
寿
広　
　

望
月
晴
文

理
事　
　
　

市
野
昭
一　
　

市
野
保
己

　
　
　
　
　

草
刈
隆
郎　
　

反
町
佳
生

　
　
　
　
　

徳
丸
伸
一　
　

平
田
英
俊

　
　
　
　
　

本
庄
俊
弘　
　

武
藤　

彰

　
　
　
　
　

盛
川
英
治　
　

和
田
信
之

顧
問　
　
　

小
田
原
健
児　

古
賀
英
松

　
　
　
　
　

竹
中
統
一　
　

藤
原　

博

　
　
　
　
　

馬
野
猛
彦　
　

山
崎
文
夫

　
　
　
　
　

若
松
重
英

相
談
役　
　

各
道
府
県
知
事
、
大
東
亜
戦
争

全
戦
没
者
慰
霊
団
体
協
議
会
会
長
、
陸
修
偕

行
社
理
事
長
、
水
交
会
理
事
長
、
日
本
遺
族

会
会
長
、
国
民
公
園
協
会
会
長
、
日
本
宗
教

連
盟
理
事
長

墓前に花輪を捧げ拝礼する東司令官
及び　練習艦 2 隻の艦長

練習艦 やまぎり 練習艦 かしま

評議員会参加者

献　花

理事会参加者

練習艦隊司令官
海将補　東　良子

かしま艦長
１等海佐　三浦　宏幸

やまぎり艦長
２等海佐　小畑　桂子

　
暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
令
和
8
年
盛
夏

日

本

遺

族

会

中

央

乃

木

會

東

郷

会

陸

修

偕

行

社

英

霊

に

こ

た

え

る

会

大
東
亜
戦
争
全
戦
没
者

　

慰
霊
団
体
協
議
会

特
攻
隊
戦
没
者
慰
霊
顕
彰
会

水

交

会

三

笠

保

存

会

隊

友

会

靖

國

神

社

日

本

国

防

協

会

千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
奉
仕
会

令令和和８８年年度度遠遠洋洋練練習習航航海海航航路路概概要要

第第7700回回遠遠洋洋練練習習航航海海
期期間間：：55月月1166日日～～1100月月2244日日

寄寄港港地地：：55かか国国（（1111寄寄港港地地））
総総航航程程：： 約約3300,,335500ママイイルル

※※天天候候等等にによよりり変変更更すするるここととががあありりまますす。。

横横須須賀賀
（（日日本本））

ササンンデディィエエゴゴ
（（アアメメリリカカ））

パパーールルハハーーババーー
（（アアメメリリカカ）） ママンンササニニーージジョョ

（（メメキキシシココ））

ダダッッチチハハーーババーー
（（アアメメリリカカ））

アアンンカカレレッッジジ
（（アアメメリリカカ））

ニニュューーヨヨーークク
（（アアメメリリカカ））

ハハリリフファァククスス
（（カカナナダダ））

レレイイキキャャビビクク
((アアイイススラランンドド))

パパナナママシシテティィ
((パパナナママ))

ババンンククーーババーー
（（カカナナダダ））

ノノーーフフォォーークク
（（アアメメリリカカ））
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各
団
体
の
慰
霊
参
拝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

淑徳学園高校の先生と生徒　3月30日

白井市遺族会　3月31日

「ぷらイム」&杵淵三朗氏　4月5日

千代田区海洋少年団　4月18日

龍雲寺法要　4月16日

広島市議会・母谷議員御一行　4月23日

創価大学井上教授と学生　3月31日

喇叭保存会　4月12日

支援のJYMAの学生代表（右）副代表（左）　4月4日

喇叭伝承会　4月19日

厚生労働省新人研修　4月17日

お茶の水女子大学　4月25日
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各
団
体
の
慰
霊
参
拝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

千代田区海洋少年団　ボート訓練 　5月9日

　

千代田区海洋少年団　手旗訓練　5月9日

群馬県桐生市遺族会　4月25日 東京法政ライオンズクラブ　4月25日

水交会　5月21日 阿含宗清掃奉仕　5月17日

陸自衛生学校臨床検査技師課程　5月12日 喇叭保存会　5月10日

立正佼成会千代田教会清掃奉仕　5月17日 喇叭伝承会　5月17日

神奈川県大磯町遺族会　5月29日
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日
蓮
宗
に
よ
る
慰
霊
法
要

　

4
月
14
日
（
火
）、
日
蓮
宗
埼
玉
県
宗
務
所

・
檀
信
徒
協
議
会
共
催
で
、
当
墓
苑
で
は
初

め
て
の
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
慰
霊
法
要
が

執
り
行
わ
れ
た
。
午
後
1
時
、
柴
会
長
の
開

会
挨
拶
に
よ
り
始
ま
り
、
奉
仕
会
理
事
の
千

鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
の
説
明
の
の
ち
、
仏
讃
歌

と
し
て
、
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
・
根
岸
茉
由
さ
ん
が

「
さ
さ
ぐ
み
あ
か
し
」「
四
弘
請
願
」
を
奉
唱
、

そ
の
後
、
慰
霊
法
要
が
導
師
・
石
黒
所
長
、

式
衆
宗
川
書
記
・
松
永
書
記
に
よ
り
、
総
礼
、

勧
請
、
開
経
偈
、
読
経
、
祖
訓
、
唱
題
、
回
向
、

四
誓
、「
故
郷
」
斉
唱
、
と
続
き
戦
没
者
の
ご

冥
福
を
お
祈
り
し
、
導
師
挨
拶
で
終
了
し
た
。

比
島
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
方
面
戦
没
者
慰
霊
祭

　

4
月
13
日
（
土
）、
比
島
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
方

面
戦
没
者
遺
児
の
会
（
代
表
秋
葉 

正
男
氏
）

主
催
に
よ
る
慰
霊
祭
が
約
十
五
名
の
会
員
が

参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。
同
会
は
ミ
ン
ダ
ナ
オ

島
ダ
バ
オ
方
面
に
三
十
回
以
上
も
慰
霊
巡
拝

さ
れ
る
と
共
に
、
毎
年
全
国
各
地
か
ら
会
員

が
参
集
さ
れ
て
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
に
て

慰
霊
祭
を
続
け
ら
れ
て
い
る
。
式
典
は
、
国
旗

に
敬
礼
、
喇
叭
に
よ
る
君
が
代
、
英
霊
に
敬
礼
、

秋
葉
会
長
に
よ
る
開か

い
き
ょ
う
の
も
ん

經
文
、
献
花
と
続
き
、

全
員
で
の
写
真
撮
影
で
終
了
し
た
。

　

法
華
宗
（
本
門
流
）
宗
務
院

　
　
戦
没
者
慰
霊
法
要

　

4
月
10
日
（
金
）、
小
雨
が
降
る
中
、
全
国

の
法
華
宗
の
僧
侶
、
壇
信
徒
約
50
名
が
参
列

し
て
、
法
華
宗
宗
務
院
主
催
の
千
鳥
ヶ
淵
戦

没
者
慰
霊
法
要
が
執
り
行
わ
れ
た
。
平
田
義

生
宗
務
総
長
導
師
の
も
と
、
式
衆
、
僧
侶
、

檀
信
徒
が
参
拝
す
る
中
で
、
読
経
、
焼
香
が

あ
り
、
唱
題
の
際
に
は
、
法
華
宗
青
年
伝
道

隊
の
団
扇
太
鼓
の
音
が
墓
苑
中
に
響
き
渡
り

慰
霊
法
要
は
厳
粛
な
う
ち
に
進
行
し
た
。

　

法
要
の
お
わ
り
に
、
祖
父
が
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン

で
戦
死
さ
れ
て
い
る
と
い
う
平
田
総
長
か
ら

「
前
金
井
宗
務
総
長
は
、
一
昨
年
は
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
、
昨
年
は
ガ
ザ
紛
争
が
始
ま
っ
た
こ
と

を
嘆
き
、
世
界
平
和
を
訴
え
て
い
た
。
し
か
し
、

今
年
も
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
へ
の
軍
事
介
入
、
イ
ラ
ク

へ
の
軍
事
介
入
に
よ
る
中
東
の
混
乱
が
始
ま
っ

て
し
ま
っ
た
。
そ
の
中
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
私

た
ち
は
決
し
て
諦
め
る
こ
と
な
く
お
題
目
を
唱

え
世
界
平
和
・
立
正
安
国
を
祈
念
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
、
再
度
、
参
拝
に
来
ら

れ
た
方
々
と
お
題
目
を
三
唱
し
法
要
を
締
め
く

く
り
終
了
し
た
。

　

当
墓
苑
に
お
い
て
は
、
法
華
宗
（
本
門
流
）

宗
務
院
に
よ
る
戦
没
者
慰
霊
法
要
は
平
成
五

年
、
当
時
の
川
口
善
教
宗
務
総
長
が
全
国
の

宗
門
の
僧
侶
、
壇
信
徒
に
呼
び
か
け
て
第
一

回
の
戦
没
者
法
要
が
開
催
さ
れ
て
以
来
、
コ
ロ

ナ
禍
の
令
和
2
年
を
除
き
毎
年
続
け
ら
れ
て

い
る
。

秋
葉
理
恵
、
金
澤
理
代
、
丸
山
理
窕
）、
藤
栄
流
（
落
合
一
文
、
倉

地
一
博
、
溝
渕
一
富
）、
古
流
茂
風
会
（
大
藤
茂
風
、
鈴
木
泉
風
、

渡
辺
圭
風
、
髙
橋
里
風
）

【
五
月
】
国
際
華
道
如
心
流
（
新
井
礼
心
、
鈴
木
淑
峯
、
吉
見
恵
峯
、

片
桐
菖
心
）、
草
翆
流
（
岡
崎
翠
宏
、
阿
久
津　

由
翠
、
関
本
菖
翠
、

徳
竹
草
華
）、
松
葉
流
古
流
（
田
中
一
秀
、
田
中
一
桜
、
木
村
一
恵
、

渡
来
一
靖
）、
美
風
池
坊
（
小
島
美
陽
・
小
島
能
久
、
坂
口
美
宝
、

西
田
栄
舟
、
陳　

美
和
）、
古
流
松
瀞
会
（
髙
梨
理
園
、
清
水
理
弘
、

髙
橋
理
厚
、
井
内
理
琴
、
太
田
理
芳
、
米
津
理
純
）

　
令
和
8
年
5
月
31
日
ま
で
の
受
付
分
を
掲
載
、
6
月
1
日
以
降

の
受
付
分
は
次
号
に
掲
載
し
ま
す
。

2
0
2
6
・
3
・
14

　

世
界
平
和
を
心
よ
り
願
い
ま
す
。	

萩
野 

和
子

2
0
2
6
・
3
・
17

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
帰
り
な
さ
い
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
会
い
た
か
っ

た
で
す
。	

安
西 

初
枝
（
旧
姓 

國
吉
）

2
0
2
6
・
3

　

戦
争
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
に
慎
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
平
和
な
日
本
や
世
界
と
な
り
ま
す
よ
う
、祈
り
ま
す
。

　

村
松 

国
興

2
0
2
6
・
3

　

こ
う
し
て
私
達
が
元
気
に
生
き
て
い
ら
れ
る
の
も
、
あ
な
た
様
の
お

か
げ
で
す
。
す
べ
て
の
人
々
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
ま
た
い
つ
か
来
た

い
と
思
い
ま
す
。	

喜
代
子
よ
り

2
0
2
6
・
4
・
2

　

お
父
さ
ん
ま
た
来
ま
し
た
。
五
女
峯
子
84
歳
に
な
り
ま
し
た
。
今
年

６
月
11
日
姉
幸
子
ね
え
さ
ん
と
私
の
家
で
会
い
ま
す
。
来
年
ま
た
来
ま

す
ね
。	

匿
名

2
0
2
6
・
4
・
3

　

伯
父
、
叔
父
二
人
の
慰
霊
に
来
ま
し
た
。
伯
父
は
ソ
満
国
界
で
、
叔

父
は
イ
ン
パ
ー
ル
で
戦
い
、二
人
と
も
遺
骨
が
あ
り
ま
せ
ん
。
父
母
、
兄
弟
、

姉
妹
た
ち
は
皆
他
界
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
い
つ
ま
で
も
待
っ
て
い
ま
す
。

東
京
都　

土
屋 

十
圀

2
0
2
6
・
4
・
6

　

何
も
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。	

ｂｙ
し
ょ
う

2
0
2
6
年
4
月
6
日 

月
曜
日

　

せ
ん
そ
う
は
大
変
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
日
本
の
た
め
に
た
た
か
っ

て
く
れ
た
人
び
と
に
心
か
ら
か
ん
し
ゃ
し
て
、
今
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
で
す
。	

丸
山 

み
れ
い

（
敬
称
略
、
順
不
同
）

◎
奉
仕
会
年
度
会
費
納
入
者
（
団
体
・
個
人
）

【
四
月
】（
一
財
）
全
国
強
制
抑
留
者
協
会
、
小
柴
明
子
、
上
野
む

つ
子
、
村
田
克
彦
、
清
水
則
廣
、
荒
川　

勉
、
齊
藤　

準
、
西
口

邦
左
、
町
田
純
一
、
藤
田
憲
二
、
南　

隆
太
郎
、
永
友　

隆
、
大

久
保　

隆
文
、
本
田
恒
雄
、
猪
膝
武
典
、
廣
瀨
弘
子
、
國
澤
輝
生
、

勝
見
登
志
子
、
松
見
昌
幸
、
髙
市
奈
都
子
、
山
本
龍
世
、
浅
川
直

子【
五
月
】
横
山
則
義
、
増
留
光
心
、
髙
橋
恭
悦
、
名
古
路　

彰
、

北
原
哲
治
、
原
田
敏
裕
、
河
村　

涼
、
柚
木
文
夫

◎
新
入
会
員
※
（
永
）
は
永
代
会
員
、（
終
）
は
終
身
会
員
、（
正
）

は
正
会
員

【
四
月
】
ミ
ヤ
ジ
マ
技
研
株
式
会
社
（
永
）、
若
松
寿
美
男
（
終
）、

佐
藤
和
美
（
正
）、
井
上
清
志
（
正
）、
井
芹
護
利
（
正
）、
木
村
健

治
（
正
）、
尾
田
雄
大
（
正
）

【
五
月
】
中
西
正
人
（
終
）、
大
澤
久
司
（
正
）、
明
沼
俊
和
（
正
）、

杉
山　

真
（
正
）

◎
奉
納
者
（
団
体
・
個
人
）

【
四
月
】
普
明
会
教
団
、
法
華
宗
（
本
門
流
）
宗
務
院
、
日
蓮
宗

埼
玉
県
宗
務
所
、
日
蓮
宗
埼
玉
県
檀
信
徒
協
議
会
、
水
交
会
、
千

鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
奉
仕
茶
会
、
米
原
恭
淳
、
廣
川
貞
雄
、
酒
井

治
雄
、
廣
川
剛
秀
、
柴
田
米
實
、
藤
原
淑
子
、
岩
浅
博
之
、
杉
村

克
治
、
旭
爪
章
統
、
ホ
シ
ノ　

ア
ユ
ミ

【
五
月
】　

大
磯
町
遺
族
会
、
普
明
会
教
団
、
水
交
会
、
柴
田
米
實
、

岩
浅
博
之
、
廣
川
貞
雄
、
中
村　

勤
、
樋
口
朋
幸

◎
参
拝
団
体
（
前
項
以
外
）

【
四
月
】
比
島
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
方
面
戦
没
者
遺
児
の
会
、
南
知
多

町
遺
族
会
、
桐
生
市
遺
族
会
、
龍
雲
寺
御
詠
歌
、
厚
生
労
働
省
新

人
研
修
、
海
上
自
衛
隊
日
本
国
練
習
艦
隊
、
千
代
田
区
海
洋
少
年

団
、
喇
叭
保
存
会
、
喇
叭
伝
承
会
、
東
京
法
政
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、

お
茶
の
水
女
子
大
学

【
五
月
】　

千
代
田
区
海
洋
少
年
団
、
喇
叭
保
存
会
、
喇
叭
伝
承
会
、

T
he N

ational W
W

Ⅱ M
useum

2026

◎
清
掃
奉
仕

【
四
月
】
ト
イ
レ
清
掃
奉
仕
会
、
阿
含
宗
清
掃
奉
仕

【
五
月
】
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
清
掃
奉
仕
会
、
立
正
佼
成
会
千

代
田
教
会
清
掃
奉
仕
、
阿
含
宗
清
掃
奉
仕
、
桜
晴
れ
清
掃
奉
仕
会

◎
献
花
台
奉
仕
者

【
四
月
】
松
風
花
道
会
（
古
澤
君
水
、
釜
堀
恵
水
、
倉
持
桃
水
、

男
鹿
澄
水
）、
古
流
わ
か
ば
会（
武
藤
理
春
、
武
藤
理
高
、
武
藤
理
恵
、

参
拝
し
て
想
う（
休
憩
所
ノ
ー
ト
よ
り
）

奉唱するソプラノ歌手根岸茉由さん

比島ミンダナオ島方面戦没者遺児の会の皆さん

挨拶する平田義生宗務総長

挨拶する石黒淳明導師
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墓
苑
便
り（
奉
仕
会
だ
よ
り
）

　
7
月
〜
8
月
の
献
花
予
定

　

古
流
桜
会　
　
　
　
　

川
合　

理
千

　

柴
山
古
流
・
縁
山
流　

沼
田　

冷
笑

　

遠
州
流
一
森
会　
　
　

名
鏡　

一
玲

　

都
古
流
一
孝
会　
　
　

内
田　

一
孝

　

草
月
流　
　
　
　
　
　

髙
橋 

一
美
山

　

松
南
古
流　
　
　
　
　

水
沼　

松
志

　

東
未
生
流　
　
　
　
　

高
橋　

良
久

　

一
翠
古
流　
　
　
　
　

内
藤　

理
扇

　

池
坊
壺
宮
式　
　
　
　

下
村　

柳
泉

　

池
坊
宝
生
流　
　
　
　

大
澤　

勝
風

　

池
坊
宝
生
流　
　
　
　

長
谷
川 

一
翠

　
編
集
後
記
　

　

こ
の
た
び
、
広
報
紙
「
千
鳥
ヶ
淵
」
7
月

号
か
ら
編
集
を
担
当
い
た
し
ま
す
杉
本
で
す
。

歴
代
の
担
当
者
が
大
切
に
育
て
て
こ
ら
れ
た

紙
面
を
引
き
継
ぐ
に
あ
た
り
、
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
す
。
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
の

思
い
を
丁
寧
に
お
伝
え
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
意
義
や
日
々
の
取
り
組
み
に
関
心
を
お
寄

せ
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

時
に
肩
の
力
を
抜
き
な
が
ら
、
親
し
み
や
す

い
紙
面
づ
く
り
を
心
が
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

試
行
錯
誤
の
連
続
に
な
る
か
と
存
じ
ま
す

が
、
引
き
続
き
ご
指
導
、
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

清
掃
奉
仕
会
に
つ
い
て

　

千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
清
掃
奉
仕
会
（
世

話
人
・
澤
飯
敦
氏
）
主
催
に
よ
る
清
掃
奉
仕

活
動
が
5
月
16
日
（
土
）
に
行
わ
れ
、
2
0
0

名
を
超
え
る
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
拝

礼
式
前
に
少
し
で
も
綺
麗
に
し
て
ご
遺
骨
を

迎
え
る
気
持
ち
と
の
こ
と
で
し
た
。
自
衛
隊
特

に
各
駐
屯
地
・
基
地
の
曹
友
会
等
に
は
ご
家

族
共
々
の
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

次
回
は
、
9
／
19
（
土
）
13
時
か
ら
で
す
。
参

加
希
望
者
は
、chidori.seiso@

gm
ail.com

（
清
掃
奉
仕
会
）
ま
で
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
開
催

予
定
（
変
更
）
は
、
X
に

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

新
任
の
奉
仕
会
常
務
理
事
の
紹
介

〇
中
西
正
人
（
な
か
に
し　

ま
さ
と
）

　

本
年
5
月
21
日
付

で
常
務
理
事
と
な
り

ま
し
た
中
西
で
す
。

出
身
は
神
奈
川
県
。

防
衛
大
学
校
卒
業

後
、
海
上
自
衛
隊
で
35
年
奉
職
。
そ
の
後
㈱

日
立
製
作
所
で
の
勤
務
を
経
て
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。
奉
仕
会
で
は
、
慰
霊
行
事
申
請

手
続
な
ど
の
庶
務
の
業
務
を
担
当
し
ま
す
。

この刊行物は、 の社会貢献広報事業として助成を受け作成されたものです。

千鳥ヶ淵戦没者墓苑清掃奉仕会の皆さん

千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
秋
季
慰
霊
祭

参
列
の
お
知
ら
せ

※
10
月
19
日
（
月
）、
秋
季
慰
霊
祭
に
参
列

を
希
望
さ
れ
る
会
員
の
皆
様
へ

　

千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
奉
仕
会
会
員
の

皆
様
に
は
、
本
年
も
参
列
規
模
拡
大
に
伴

う
円
滑
な
受
付
業
務
の
た
め
、
参
列
を
希

望
さ
れ
る
方
は
左
記
の
要
領
に
よ
り
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
昨
年
参
列
頂
い

た
会
員
の
方
に
は
9
月
上
旬
頃
に
ご
案
内

状
を
郵
送
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

記

往
復
ハ
ガ
キ
に
、

・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
連
絡
先
（
郵
便
番

号
、
住
所
及
び
電
話
番
号
）

・
同
伴
者
が
あ
る
場
合
（
3
名
以
内
）、
同

伴
者
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
と
各
人
毎
の

連
絡
先
（
郵
便
番
号
、
住
所
及
び
電
話
番

号
） 

を
明
記
の
上
、
受
付
開
始
9
月
10
日

か
ら
9
月
末
日
（
必
着
）
ま
で
の
間
に
奉

仕
会
宛
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

返
信
ハ
ガ
キ
に
は
受
付
番
号
を
記
載
し

て
返
送
い
た
し
ま
す
。
当
日
、
ご
携
行
く

だ
さ
い
。
な
お
、
応
募
総
数
が
1
0
0
名

を
超
え
る
場
合
は
抽
選
に
よ
り
ま
す
。


